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論 文 内 容 の 要 旨 
本論文は、上司と部下の信頼と被信頼（信頼されていると思うこと）が果たす心理的効
用と、上司と部下の各個人内及び個人間の相補性に基づき信頼基準（認知的信頼）が形成
される過程について論究している。  
職場組織における上司と部下の「信頼」には構造の違いがあるととらえ、また「被信頼」
の観点を導入して上司・部下関係におけるそれぞれの信頼と被信頼の心理的効用を検討す
るとともに、個人内相補性と個人間相補性の観点に着目して認知的信頼の形成過程を検討
し、これらを「心理的効用モデル」「認知的信頼の形成過程モデル」として提示している。 
本論文は、3 部 7 章から構成されており、第 1 研究～第 10 研究を含んでいる。第Ⅰ部
では、関連研究の概観を通して研究の目的や研究アプローチを確定し、仮説モデルを構築
している。第Ⅱ部では、第Ⅰ部で構築した仮説モデルを検証するために実証研究を行い、
その結果を報告している。第Ⅲ部では、第Ⅱ部で報告した実証研究の結果を踏まえて、第
Ⅰ部で構築した仮説モデルを精緻化し、また、本研究の意義と貢献について論究した上で、
今後の研究を展望している。  
 
第Ⅰ部 関連研究の概観と研究目的の確定 
第１章 職場の上司・部下関係に関する研究の概観 
近年の官庁統計を中心とした社会調査の結果をもとに、職場の人間関係をめぐる問題の
現状を浮き彫りにし、そうした諸問題に関する心理学の先行研究を概観したうえで、職場
における従業員のストレスや動機づけ、離転職、パワーハラスメントを中心に概観し、と
りわけ上司・部下関係の信頼が共通して重要な要因であることを指摘している。  
上司・部下関係は、組織というシステムによって形づくられるため、システムやそれが
生み出す関係の構造というマクロな観点から、上司・部下関係について考究しており、組
織システムによって、上司・部下関係は地位―役割や階層性、フォーマル性といった関係
の特性を含むことを示している。次に、こうした関係構造が上司と部下の間にパワーの差
を生み、それが両者の認知や相互作用過程に影響をもたらすことから、パワーというミク
ロな観点からも、上司・部下関係について論究している。  
このミクロとマクロの両観点を踏まえたミクロ－マクロ・リンクの立場をとった上で、
社会的交換や役割形成を通した上司・部下関係の形成の研究を概観し、その過程で信頼、
とりわけ信頼の評価基準である認知的信頼が関係初期において重要であることを指摘して
いる。  
第２章 信頼とその研究アプローチ 
上司・部下関係における信頼を検討するために、信頼の定義の多様さや曖昧さの問題に
ついて論究している。信頼の定義には、期待とリスクや脆弱さの請負といった共通した焦
点があることや、協力とは区別して扱う必要性があることを指摘し、信頼は一次元で扱う
よりも多次元で扱う研究が多いことや、文脈や状況要因に影響されやすいことを踏まえて、
信頼を複合的な概念として捉えている。また、信頼が文脈に依存することから、上司と部
下の各信頼の構造には違いがあるため、上司と部下の各信頼は異なる尺度を用いて測定す
る必要があり、そのための尺度作成の必要性を指摘している。  
次に、信頼の特性について、非対称性原理や互恵性に関する研究を概観するとともに、
Luhmann の信頼による複雑性の縮減や不確実性の低減について論究している。また、信頼
の効果について、主に信頼研究のメタ分析を行った 3 つの研究について考究し、職場にお
ける信頼には多様な効果を生む反面、それが欠如すると職場内に様々な支障をきたすこと
を指摘している。  
加えて、信頼の研究アプローチについても概観し、社会的学習や相互作用に基づく信頼
研究のアプローチの重要性を確認し、本論文では、これらに加えて、シンボリック相互作
用論や反映的評価を考慮した被信頼アプローチの立場をとることを表明している。この新
たなアプローチでは、相手に対する信頼に加え、相手から信頼されていると思うという被
信頼の観点を導入している。信頼と被信頼が上司と部下の各個人内と個人間で相補的に影
響し合い、認知的信頼が形成される過程について検討することにした。さらに、被信頼は
信頼よりも有効な指標である可能性があることから、その心理的効用について検討する必
要性を指摘している。  
第３章 本研究の目的と研究間の関連構造 
第１章と第２章を踏まえて、第３章では、本論文における 3 つの研究目的、信頼の定義、
研究アプローチ、仮説モデルを提示している。第 1 の研究目的は、上司と部下が抱く信頼
と被信頼を測定する尺度を作成し、その妥当性と信頼性を確認することである。第 2 の研
究目的は、作成した信頼と被信頼に関する尺度を用いて、上司と部下の抱く信頼と被信頼
がどのような心理的効用をもたらすかを検討することである。この検証のために、上司と
部下の双方の信頼と被信頼の心理的効用モデルを提案している。第 3 の研究目的は、上司
と部下の間で信頼と被信頼がどのように関連し、認知的信頼を形成していくかを検討する
ことである。なお、この認知的信頼の形成過程については、信頼と被信頼が上司と部下の
各個人内でいかに相補的に関連するかという個人内相補性と、信頼と被信頼が上司と部下
の間でいかに相補的に関連するかという個人間相補性の 2 つの観点からアプローチするこ
とを示している。そのために、上司と部下の信頼と被信頼の個人内相補性モデルと個人間
相補性モデルを提案し、さらに、この 2 つのモデルを総合的に捉える認知的信頼の形成過
程モデルを提案している。  
 
第Ⅱ部 上司・部下関係における信頼に関する実証研究 
第４章 上司・部下関係における信頼と被信頼の構造の研究と尺度の作成 
第 1 の研究目的を達成するため、上司と部下が抱く信頼と被信頼を測定する尺度を作成
し、その妥当性と信頼性を確認する実証研究を行っている。具体的には、部下と上司が相
互に抱く信頼と被信頼に関する言動を収集し（第１・第２研究）、上司と部下の信頼と被信
頼の構造を確認したうえで、その結果を踏まえて、上司と部下が相互に抱く信頼と被信頼
を測定する尺度を作成している（第３研究）。それらの尺度の信頼性と妥当性を確認した結
果、上司への信頼と部下への信頼の尺度は信頼性と妥当性を有する尺度であることが示さ
れた（第４・第５研究）。しかしながら、上司からの被信頼尺度と部下からの被信頼尺度に
関しては、逆転項目のみで構成される因子を改善する課題が今後の研究の課題として残さ
れている。  
第５章 上司・部下関係における信頼と被信頼の心理的効用の研究 
第 2 の研究目的を検討するため、上司と部下が双方に抱く信頼と被信頼の心理的効用モ
デルを検証する実証研究を行っている（第６・第７研究）。結果として、部下の視点では、
上司からの被信頼は内発的動機づけや勤続意思、自尊心に直接影響し、さらに自尊心を介
してストレス反応に間接的に影響していることが示されており、この結果は、仮説モデル
を部分的に支持するものであった。加えて、信頼と被信頼の交互作用についても検討した
結果、上司への信頼と上司からの被信頼がともに高い群において最もストレスが低く、内
発的動機づけや勤続意思や上司との絆のポジティブ効用が最も高いことが示された。一方、
上司への信頼は高いが上司からの被信頼が低い群において最もストレスが高く、逆に、上
司への信頼は低いが上司からの被信頼が高い群において上司との絆のネガティブな効用が
最も高いことも示されている。  
他方、上司の視点では、部下からの被信頼が部下との絆のポジティブ効用やストレス反
応に直接影響し、部下との絆のポジティブ効用を介して内発的動機づけや勤続意思に間接
的に影響していることが示された。この結果は、仮説モデルを部分的に支持するものであ
る。また、信頼と被信頼の交互作用については、部下への信頼と部下からの被信頼の両方
が高い群において部下との絆のポジティブ効用が最も高く、両方とも低い群において最も
低いことも示された。  
第６章 上司・部下関係における信頼と被信頼の相補性の研究 
 第 3 の研究目的を検討するために、上司と部下の双方が抱く信頼と被信頼の個人内相補
性と、上司と部下の間の個人間相補性に焦点を当てた認知的信頼の形成過程モデルを検証
する実証研究を行っている。個人内相補性については、上司と部下ともに、相手への信頼
が相手からの被信頼に影響し、また、相手への信頼が後続の相手への信頼に、相手からの
被信頼が後続の相手からの被信頼に影響していることが示された。また、相手への信頼が
後続の相手からの被信頼に影響していることが示され、これらの結果は、仮説モデルを部
分的に支持するものであった（第８・第９研究）。 
上司と部下間の信頼と被信頼の個人間相補性に焦点を当てた認知的信頼の形成過程モ
デルについては、部下は権限委譲を介して上司から信頼されて奮起し、成果を出し、それ
を受けた上司は部下を信頼して権限委譲を促進していることが示され、仮説モデルは部分
的に支持されている（第 10 研究）。  
第Ⅲ部 研究の総括と今後の研究の展望 
第７章 研究の総括と今後の研究の展望 
第５章の結果を踏まえ、上司と部下の双方が抱く信頼と被信頼の心理的効用モデルを精
緻化するとともに、第６章の結果を踏まえて、信頼と被信頼の個人内相補性モデルと個人
間相補性モデルに焦点を当てた認知的信頼の形成過程モデルを精緻化している。そして、
上司と部下の各認知的信頼の形成過程モデルを統合し、上司・部下間の認知的信頼が相互
化する過程モデルを新たに提案し、さらなる研究の必要性を指摘している。  
最後に、第Ⅱ部の各章の結果の学術的意義と社会的貢献の可能性について触れ、今後の
研究を展望している。本研究において作成された信頼と被信頼の尺度の有効性やそれらの
項目内容に文脈やパワーの差が反映されていること、被信頼が信頼よりも有効な指標であ
る可能性が示唆されたこと、部下の信頼と被信頼のバランスの取り方が上司との長期的で
安定した信頼関係の構築に重要であること、信頼と被信頼の個人内相補性に共通の影響過
程が存在することなどを指摘されている。また、今後の研究の展望として、上司・部下の
二者関係から集団やチームレベルへ拡張した研究への発展や、多様な職種と雇用形態の従
業員が併存する職場の考慮、および性役割観とキャリア発達の関連性を考慮する必要性、
被信頼が推測評価である問題の改善策について論じている。 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
本論文は、「被信頼」の観点を導入して、職場組織における上司と部下の関係性を「信
頼」と「被信頼」の両側面からとらえ、それらがもたらす心理的効用を検討している点に
独創性が認められる。また、個人内相補性と個人間相補性の観点に着目して認知的信頼の
形成過程を検討し、これらを「心理的効用モデル」「認知的信頼の形成過程モデル」として
提示し、検証を行って一定の結果を導いている点に学術的価値が認められる。  
以下、本研究科が定める「博士論文審査基準（課程博士）」にしたがって、審査委員の
見解を記述する。  
(1) 問題意識が明確で、課題設定が適切であること  
 他者への信頼と他者からの被信頼が密接に関連しているにもかかわらず、被信頼の研究
はほとんど着手されていない。徹底的な文献研究をふまえて、この点に着目した本研究で
は、信頼と被信頼の心理的効用と両者の相互関係における相補性を明らかにすることを問
題意識としており、きわめて明確である。また、この問題意識に基づいて研究課題を導出
し、それらを検証する場を現実の職場における上司・部下関係に設定して実証研究を行っ
ており、課題設定も適切であるといえる。  
第４章では、そうした上司と部下の双方の信頼と被信頼を測定する尺度を独自に作成し、
第５章では、信頼と被信頼及びその両者の相互関係がどのような心理的効用を産み出すの
か、上司と部下でそれらがどのように異なるのか、それを異ならせるのはどのような人的、
状況的要因なのかの解明を行っている。続く第６章では、上司と部下の双方の信頼と被信
頼の個人内関連構造（相補性）や、上司・部下間の信頼と被信頼の個人間関連構造（相補
性）を解明し、さらに、それらの相互規定関係から認知的信頼が形成される過程を検討し
ている。  
以上のように、徹底した文献研究から問題意識を明確に導出し、それに基づいて、基礎
的な尺度研究から理論的研究へ、そして研究結果を現場の問題解決に適用することを目指
した応用研究へと明確な方向性に基づいて課題が設定され、研究を展開している。 
 (2) 国内外の先行研究を適切に検討、吟味していること  
国内外を問わず、広範囲にわたって、過去の信頼に関する研究を検討している。例えば、
過去の研究の信頼に関する定義を整理・検討し、吟味することで、期待や脆弱さといった
共通の特性に焦点を当てた定義の存在を指摘している。  
加えて、信頼に関係する研究として、社会的交換や役割期待、リーダーシップなどの研
究にまでパースペクティブを広げ、対人関係に関する社会心理学的な視座に立脚し、多角
的に先行研究の検討を行っている。  
一方、文献のレビューに約 80 ページを費やしており、口頭試問においては、真摯な研
究姿勢は評価できるものの、実証研究との関連性が希薄な面も否めないとの指摘もなされ
た。  
 (3) 研究目的に照らして研究・分析の方法が適切であること  
 前述した明確な問題意識とそこから設定された課題に即して研究を展開している。具体
的には、3 つの大きな研究目的を掲げており、本研究では、これらの研究目的に即して研
究が適切に展開されている。  
目的に照らした研究を遂行するためには、それに相応しい適切なデータを得る必要性が
ある。本研究に含まれる第 1～第 10 研究の多くは、現実の職場の勤労者を対象に調査を実
施しており、適切であるといえる。また、対象者の幅を広げ、調査結果の信頼性を高める
ために、多様なパネルが使える web 調査も活用している。  
 一方、分析方法に関しては、構造方程式モデリングやパス解析を多用し、どの分析もモ
デルに修正を加えるなどして、十分な適合度指標の値が得られるよう、分析上の工夫を行
って、適切にモデルの検証を行っている。  
(4) 論文構成が的確で、論理展開に整合性、一貫性、説得性があること  
論文の冒頭に研究全体の構成や章ごとの構成が図によって明示され、それに沿って研究
仮説に至る論理展開と結果の説明や考察が整合的に一貫して展開されており、読み手の理
解を効果的に促し、説得性を高めている。  
また、第５章や第６章の応用的研究では、分かりやすく図示して仮説モデルを構築して
いる。そして、それらの仮説に沿ってモデルの妥当性の検証を目的に適合した分析法を選
んでいるため、結果の理解が容易であり、説得性の高い結果と考察となっている。  
(5) 全体を通して社会的・学術的な独創性が認められること  
本研究が取り上げた被信頼を扱った研究は、ほとんどみられない。数少ない被信頼の研
究として、Lester & Brower（2003）や酒井（2005）をあげられるが、被信頼の理論的背景
の説明が十分でなく、また愛着や基本的信頼にその理論的根拠を置くものである。それら
に比して、本研究の被信頼は、その根幹がシンボリック相互作用論や反映的評価にあり、
組織における上司・部下の関係性を説明し得るものとなっており、その点で研究の独創性
が認められる。  
また、上司や部下が抱く信頼と被信頼を測定する尺度は種々存在するが、それらの尺度
は上司と部下に共通して用いられており、両者の間のパワーや役割期待の違いといった文
脈差を考慮していない。これに対して、本研究の尺度は、そうした文脈の違いを反映させ
て作成した尺度であり、従来の信頼に関する尺度とは一線を画し、独自性の高い尺度とい
える。また、その背景として、ミクロ－マクロ・リンクの立場をとり、社会学の観点を考
慮している点も独創的である。一方、口頭試問において、被信頼尺度を構成する項目の大
半は「逆転項目」となっていることに対する疑問も示された。この点については、論文提
出者自身が指摘しているように、今後の課題であると考えられる。  
さらに、本研究では、上司・部下関係において、信頼と被信頼の 2 つの観点から認知的
信頼を捉えている。そして、上司と部下の双方の個人内相互作用（相補性）や、上司と部
下の間の個人間相互作用（相補性）の心理的効用とそれらを規定する要因の解明にまで研
究課題を発展させ、新たな学術的知見を見出しているといえる。一方、口頭試問において、
信頼が長い年月を通して形成されるものであるならば、個人内相補性の検討にあたり、上
司・部下の関わりや有する関係性の期間を統制すべきではないかとの指摘もなされた。こ
の点も今後の課題であるといえよう。  
 (6) 国内外の学会や社会に対して貢献が認められること  
本研究が得た多くの有意な知見は、国内及び国際の学会大会において発表され、また、
レフリー制の学術雑誌に掲載されており、他の研究者や実務家の引用、参考する論文とな
って、学会や社会に対して大いに貢献している。また、国内外ともに、被信頼に関する研
究の蓄積がきわめて不十分であることから、本研究および継続される今後の研究を通して、
さらに国内外の学会や現実の職場組織に対して貢献することが期待される。  
 
以上のように、一部に問題点もみられるが、博士論文審査基準からみて、本論文は適切
であると判断される。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。  
 
 
